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研究成果の概要（和文）：初産の妊婦計 33 名を対象に、半構造化グループインタビューを 4 回

実施し、飲酒予防リーフレットに関するフィードバックを得た。科学的に説得力のある情報が

好まれ、色彩やオブジェクトの多用は不評であった。イラストは多くの媒体で見飽きているた

め、胎児性アルコール症候群の患児の写真やグラフは、妊婦に強い印象を与えた。妊婦は飲酒

の影響について関心をもち、学ぶ意欲があるため、視覚的アピールよりも情報の質を重視して

いた。 

 
研究成果の概要（英文）：Four semi-structured group discussions were conducted with 33 women 
undergoing their first pregnancy. The participants provided feedback on 
under-development leaflets about alcohol consumption targeting pregnant women. 
Scientifically compelling information was preferred; the use of too many colors and 
objects was considered distracting and reducing the seriousness of the information. The 
facts presented through a patient’s photo of fetal alcohol syndrome and a graph impressed 
the participants, since they were tired of the illustration found in many other materials. 
Pregnant women who interested and motivated to learn about alcohol consumption valued 
the quality of the information, rather than visual appeal. 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学 
キーワード：リーフレット、教育媒体、妊婦、飲酒予防、グループインタビュー 
 
１．研究開始当初の背景 
国内及び国外（アメリカ）においても、妊

娠中の飲酒をなくすことや、妊娠中の母親の

飲酒が唯一の原因となって生じる胎児性ア

ルコール症候群の発生率を減少させること

が、保健分野の国家目標として掲げられてい

る。全国の市区町村（計 1632 カ所）の母親
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学級担当者を対象に、郵送法による質問紙調

査を実施したところ、「カルシウムや鉄の摂

取」（87％）や「適正体重の維持」（75％）を

ポイントに栄養指導をおこなっている場合

が多く、妊娠中の飲酒についての指導は 24％

にとどまった（市町村保健センターにおける

妊婦に対する飲酒指導の実態．栄養学雑誌 

2005; 63: 227-33）。母親学級では、妊娠中

の食生活に関すること以外にも、歯科保健や

胎児の発育、妊婦体操や呼吸法、新生児の世

話の仕方や育児の心構えなど、学習内容が多

岐にわたるため、限られた時間内で、飲酒の

ことまで講義するのは難しいのが現状であ

る。また、参加者から妊娠中の飲酒について

質問されることはほとんどないなど、妊婦側

の飲酒指導に対するニーズも低い。しかし、

最も重篤な障害である胎児性アルコール症

候群以外にも、妊娠中の飲酒による胎児への

影響は多岐にわたり、その障害は一生涯続く。

これらは妊娠中に飲酒をしなければ 100％予

防可能なことから、妊娠中の飲酒の害につい

ての正しい情報を提供することは、地域保健

従事者の責務である。しかし、時間的制約の

ある母親学級において、すべてのトピックに

ついて説明するのは困難であり、リーフレッ

トの配布といった間接教育は、効果が認めら

れるのであれば有効な教育手段として利用

できる。 

一方で、保健センターには、健康や保健に関

するさまざまなリーフレットが備えられてお

り、利用者が自由に持ち帰ることができるよう

になっている。また、これらのリーフレットは、

教室が開催される際には資料として配布され

ることも多い。しかし、このようなリーフレッ

トは利用者によってどの程度読まれ、活用され

ているのだろうか。フォーカスグループインタ

ビューによって対象者の意見を聞き、それを反

映させたリーフレットは、保健医療従事者が専

門家の視点からのみ作成したものよりも、読ま

れやすく、内容が心に残り、実践される傾向に

ある（効果的な栄養教育教材とは－感情に訴え

かける戦略（emotion-based strategies）－．

栄養学雑誌 2008; 66: 153-7）。特に、母親学

級のように、妊婦という同じ属性をもつ集団を

対象とする場合、テーラーメイドなリーフレッ

トの作成は有効であると考えられる。そこで、

本研究では、読んでもらえるリーフレットのあ

り方を検討することとした。教材のあり方につ

いては、文章の難易度による効果の違いを調べ

たアメリカの研究があるが、本研究は、文章の

難易度だけでなく、受け入れられやすい語調、

メッセージの内容、フォント、色調、イラスト、

図表、構成、形状、紙質等、すべての要素に妊

婦の意見を反映させたテーラーメイドな飲酒

予防リーフレットを作成した。 

 

２．研究の目的 
質的研究手法を用いて、対象者の意見を反

映させた妊娠中の飲酒予防リーフレットを

作成することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
市町村保健センターが開催する母親学級

参加者（A town, B city, C ward）と大手調

査会社のモニター（Yahoo)を対象に、半構造

化グループインタビューを 4 回実施し、計 33

名の妊婦が参加した。全員初産で、25-29 歳

が 51％、30-34 歳が 42％を占めた（表 1）。

すべての回で二つ折のドラフトリーフレッ

トに対する意見を聴取するとともに、2 回目

以降はそれぞれ第 2 版（Yahoo）、第 3 版（B 

city）、第 4 版（C ward）リーフレットにつ

いてもフィードバックを得た（図 1）。4 回改

訂をおこなった結果、最終版のリーフレット

（Appendix F）を作成した。 

 
 



 

 

 
図 1．ｸﾞﾙｰﾌﾟｲﾝﾀﾋﾞｭｰとﾘｰﾌﾚｯﾄ開発の流れ 

 
 

表 1．対象者の属性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

Appendix A．ドラフトリーフレット 

右上：表紙、下：見開き、左上：背表紙 

Appendix B．第 2 版リーフレット 

Q と A を色分けし、下線つき太字は赤くし

た。文字を小さくして行間を広げた。 

FAS児 

の写真 

FAS児 

の写真 

FAS児 

の写真 



 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Appendix D．第 4 版リーフレット 

裏表紙のクイズを削除し、A の背景色（水

色）をなくした。 

Appendix C．第 3 版リーフレット 

Answer の文章を簡潔にした。 
Appendix F．最終版リーフレット 

第 4 版との違いは、表紙の写真の下にサブ

タイトル「胎児性アルコール症候群につい

て知っていますか？」と加え、Q&A に番号

を振ったのみ。改訂のための意見は出尽く

した（飽和点に達した）と判断し、グルー

プインタビューは 4 回で終了した。 

FAS児 

の写真 

FAS児 

の写真 

FAS児 

の写真 



 

 

 

４．研究成果 

表紙は、妊婦が手に取り、開いてみようと

思うよう、視覚的な魅力が必要である。第 2

版以降のリーフレット(Appendix B～F)の表

題は、赤字のゴシック体から、ピンク色の丸

みを帯びたポップなフォントに変更した。一

方で、見開きに載せる情報は科学的に説得力

のあるものが好まれた。妊婦は、飲酒の影響

について関心をもち、学ぶ意欲があるため、

視覚的に惹き付けようとして、第 2 版

(Appendix B)のように、カラフルにし過ぎた

り、イラストなどのオブジェクトを多く入れ

すぎると、ごちゃごちゃした印象を受け、内

容に集中できない、情報の重要性が薄まって

しまうと不評であった。また、イラストはさ

まざまな媒体で見飽きており、写真やグラフ

などリアルな情報に対する評価が高かった。

精緻化見込みモデルで示されるように、対象

者がトピックに興味があり、学ぶ素地がある

場合は、媒体の見かけではなく、内容を重視

する傾向がみられた。イラストや色はふんだ

んに用いると視覚的アピールは増すと思わ

れるが、そのようなアプローチは周辺的な要

素を重視する周辺的ルート処理の場合に有

効であり、今回の対象者のような情報の内容

を重視する中心的ルート処理の場合には、エ

ビデンスを整然と提示する方法が支持され

た。文字は大きければ大きいほど見やすく、

色彩やイラストは多ければ多いほど喜ばれ

るなどの思い込みにしたがって媒体を作成

する場合が多いが、対象者の特性によって受

け入れられやすい教材のあり方は異なるた

め、作成にあたっては対象者のフィードバッ

クやプレテストが必須である。 
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